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オ ス カ ー ・ワ イ ル ド 研 究

同 性 愛 と そ の 真 相

山 田 勝

「あま り空想 が真実に近づいた結果,つ いにほん と うに実行す る気 に

な ったんです」 一 谷崎潤一郎 「或 る罪 の動機」一 一

序

{1)(2)
1892年1月 ワイル ドは友人 の紹介 で,LordAlfredDouglasを 知 った。 時

に ワイル ドは37才,ダ グ ラスは20才 であ った。この出会いが ワイル ドの一生 を

大 き く左右 した ことは言 うま で もな い。 アル フ レッ ド ・ダグ ラスとい うのは

Queensberry候 爵 の三男 で,当 時Oxford大 学Magdalen[m6:dlin]College

に在 学 中(ワ イル ドの後輩にな ろ)の 美男子であ った。二人は紹介 されるや否

(3)

や 互 に強 く惹 きつけ られた ら しい。 ワイル ドは彼 の美貌 と由緒 ある名前 に,ダ

グ ラスは相手のすば らしい話術に。 こ うして二人は友人以上 の交際 を続けた。

ある時はホ テルで同凄 し,あ る時は海辺 へ も行 った。伝統 的に倫理観の強い英

国人は二人 の交際 を黙 ってい るわけはない。色 々な噂 も流 れた。 しか し誰よ り

も腹立 し く思 ったのはダグ ラスの父Oueensberry候 な のである。彼 は生れつ

き乱暴者で,喧 嘩好 きで,借 金 も多 く,妻 と離婚 していた。 そ うい う父親の こ

とだか らBosie(Bosieは アル フ レッ ド・ダグ ラスの 愛称 で,母 もワイル ド

もそ う呼んでい たか ら,簡 易化 す るためにこれよ りそ う呼ぶこ とにす る)は 彼

を信頼 していなか った。従 って父か らワイル ドとの交 際を 切るよ う強 要 されて

も聞 き入れ るはずが ない。む しろ そう言 って くる父親を逆に強迫す るほ どであ

った。 こ うな ると父親 と して も強行手段 を採 らざるを得 な くなる。 ま して生来
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乱 暴者 のことだか ら尚 さらだ。 暴力団を使 って ワイル ドをお ど した り,公 衆 の

面前で恥 をかかそ うとした りす る為,つ いに ワイル ドは彼 を名誉殿 損 で訴 えた

のであ るが,あ べ こべにindecencyの 罪 で告発 され,有 罪 とな った。 結果的

に英文学史上不朽の名作 とな った`DeProfundis'(1905)や`Theballadof

Readinggaol'(1898)が 生 れた ので あるが,ワ イル ド自身に とっては有罪判

決 と二年間の牢獄 生活は完全 な る没落 を意味 した のである。 出獄後彼が どのよ

うな生活 をお くったにっいては別の機会に譲 ることに して,当 小論では彼 をこ

のよ うな破滅に導いたボi/一 との関係の真相 を追求す ると共 に,そ れが彼 の芸

術生 活 とどの ような関連 を持っか考察 してみたい。

第一章 二人 を結 びつけた要素

〔4)``1
eshominessonttouscondan皿esamortavecdessursisindefininis"

VictorHugo,LeDernierJourd'unCondainne

ワイ ル ドの芸術 観は一 口に言えば美 を至上の もの とす るこ とであ る。 この考

えは多少 の変化 はあ って も一生変 ることはなか った。 あれほ ど謙虚 な反 省 とキ

リス ト教 精神に満 ちた 「獄 中記」におい てさえ美 を重視 しCい る点 に変 りはな

い。彼 が世紀末の代表的審美主義者に なった理 由の一 っと してまず考え られ る

(51{6)
の は彼 の野心 であ る。 実際彼 は大変な野心家で あったよ うだ。若い 頃の手紙に`
`MoneyandAmbition"こ そ 自分 の 「偉大 なる二っの神 」(``mytwogreat

gods")で あ ると言 っている ことか ら もわか るよ うに,大 金 をつかむ こと,上

流 社会 に出入す ること,世 間か ら認め られ ることが彼 の念願 であ った。 ところ

でDublinのTrinityCollegeを 出 てか らOxford大 学 に入学 した彼は二人

の偉 大な教授 を知 り,そ の影響 を大 き く受 けるのである。 一人 はPater,他 は

Ruskinで あ った。Paterは そ の著"TheRenaissance"か ら も十分判断で

きるように,審 美主義批評 家の代表 であ り,Ruskinは1848年 以 来続い 一(いる

``Pre .RahaelipteMovement"の 指 導者 の一人で ある。 若い頃 か らギ リシャ
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・ローマの古典にす ぐれた素養 を持ち ,詩 に興 味 を抱いていた ワイル ドは,自

分 の野心 をこの審美主義運動の中に見出そ うと決意 した のは当然で あろ う。 そ

れに,世 間か ら注 目され ることを望んでい た彼 に とって当代流行 の芸術運 動に

従 うこ とは正に一石二鳥 と言え るのである。 華美 な服装 で街 を歩いたの も一種

の宣 伝であ った。 こうして次第に名声 を得,ア メ リカに も招待 され,っ いに は世

紀末最 大の人気者の地位にの し上 った。 金 も地位 も名声 も手に入れ た彼 に とっ

(7)
て ま だ 自分 に欠けてい る もの は 何 で あ った か とい うと,そ れは 「青い血」 と

「美 」であ った。 ワイル ドの貴族 とギ リシ ャ美への憧 れ は強 烈 な もの であっ

た。 しか し彼が喜んで交 際で きるにはやは り自分の芸術 を理解 して くれ る人で

なければ な らない。 芸術 を愛す る貴族 とか容貌の きれい な貴族 とい う風に二っ

の条件を備えてい る者はいたか もしれない。 しか し三つの条件 を満 す ものはそ

う簡単 に見つかるはずがない。そのよ うな時に ワイル ドの前 に現われた のがボ

(8)
ジ ー なのであ る。若 くて,女 性的な美 しさを持ち,候 爵の息子 で,詩 を愛す る

青年 このポジーがただちに ワイル ドを魅了 したのは 無 理 か らぬ ことであ

る。 ポジー も又,ワ イル ドの芸術 と話術 と(名 声 と経済力)の と りこにな った

こ とは言 うまで もない。 こ うして二入は深 く交 際を続けてい った。

第二章 二人 の関係

"ArtthouGoneso?love
,lord,ay,husband,friend!

Imusthearfromtheeeverydayinthehour,"

W.Shakespeare,RomeoandJuliet

二 人 の関係が どの程度 の ものであ ったか完全には理解で きない に して も,彼

の残 した手紙 や友人 の記録か ら大体の見 当はっ く。1962年RupertHart・Davis

に よ って発 行された"TheLettersofOscarWilde"に は ワイル ドがポ ジー

に宛 てた手紙 は合計33通(DeProfundisを 含 む)掲 載されてい る。 そ の うち

か ら興味 ある ものを一部紹介 したい。

(a)MyOwnBoy,Yoursonnetisquitelovely,anditisamarvel

thatthoseredrose-leaflidsofyoursshouldhavebeenmadeno
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働l

essformusicofsongthanformadnessofkisses.

Let.,P.326(1/?1'93)

(b)Iwanttoseeyou.Itisreallyabsurd.Ican'tLivewithout

you.Yonaresodear,sowonderful.IthinkofyoualldayLong,

....Writemealine,andtakeallmylovenowandforever,

-Let .,P.357-8(6/?/'94)

以 上 は ワ イ ル ドが ボi%一 に 宛 て た 手 紙 の 一 部 で あ る が,こ れ か ら判 断 す れ ば,

彼 の ボi%へ の 気 持 は 普 通 男 が 恋 人 に 対 す る もの と 全 く変 りの な い もの,っ ま

り完 全 な 同 性 愛 と 判 定 さ れ て 当 然 で あ る 。 こ の 点 に つ い て 別 に 疑 う 余 地 は な い

だ ろ うが,ワ イ ル ドの 場 合,他 の 同 性 愛 患 者 の よ うに 純 粋 な もの で あ っ た か ど

うか 検 討 し て み る 必 要 が あ る 。 そ の 前 に,ボi%一 の ワ イ ル ドに 対 す る 気 持 は ど

の 程 度 で あ っ た か 少 し 触 れ て お き た い 。 は じ め に 述 べ た と お り二 人 が 知 り合 っ

た の は,ワ イ ル ドは37才,ポ ジ ー は20才 の 時 で あ っ た 。 「同 性 愛 的 な 思 慕,過

度 に 強 烈 な 官 能 的 色 調 の 友 情 関 係 と い う もの は,男 女 い ず れ の 性 に お い て も思

tool

春 期 後 二,三 年 の 間 で は ご く普 通 の こ と で あ る 」 か ら,ポ ジ ー が ワ イ ル ドに 思

慕 を よ せ る の は 一 応 うな ず け る 。 現 に ワ イ ル ドが 手 紙 を 出 し て い る 時 で も,ポ

ジ ー は 電 報 で そ れ に 応 待 し て い た ほ ど で あ る し,``Deprofundis"の 次 の 引 用

か ら で も十 分 理 解 で き る よ うに,ポ ジ ー の 態 度 は 狂 気 じ み て い る 。

{a)Threemonthslater,inJune,weareatGoring.Someofyour

OxfordfriendscametostayfromSaturdaytoMonday.The

morningofthedaytheywentawayyoumadeascenesodreadful,

sodistressingthatItoldyouthatwemustpart.

Let.,p.431

(b)WhenafterleavingGoringIwenttoDinardforafortnight

youwereextremelyangrywithmefoエnottakingyouwithme,

and,beforemydeparturethere,madesomeveryunpleasantscenes

onthesubjectattheAlbemarleHotel,andsentmesomeequally

unpleasanttelegramstoacountryhouseIwasstayingatfora

fewdays,Let.,p.432
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他 の男友達が ワイル ドを訪れた時や,彼 がポ ジー を残 して何処 かへ行 く時 の嫉

妬は た 穿の女性以上 のヒステ リー現象 を呈 してい る し,嫉 妬 か ら来 る強行手段

(例 えば 自殺す るとか言 って強迫す る)も 異常 とい う他は ない。 ポジーのこ う
fll1

言 っ た性格は環境 と遣伝 の両面か ら理 由づ けを行 うことが で きるだろ うが,心

{12

理 学 者 で もない し,又 当小論 は ワイル ドに つい ての考察 であ るか ら省 略す るこ

とに したい。

さて,若 いボi%一 は 仕方がない として,分 別ざか りの ワイル ドが何 故このよ

うな関係 をいつ まで も継 続 しようとしたのであろ うか。真に彼 の ことを気づか

う友人 たち幾度 とな く忠 告 した。 彼の崇拝者であ るAndreGideも そ の一人

であ る。 後に伝記"OscarWlide"(1916)を 書 いたFrankHarrisも そ の例

に洩れない。ポ ジー とワイル ドが交際 を始めて間 もな く世 間では妙な噂が流れ

だしたので,彼 は ワイル ドに驚告 したのであるが,耳 を貸 そ うとせず,た 穿こ

う言 っただけである。

"Allenvy
,Frank,andmalice.WhatdoIcare?"

F.Harris,OscarWilde,p.111

こ う して二人 の仲は増 々深 ま るばか りであ った。それでは悪評 の源 とな り,創

作 上不利 と もな るポジー との交際 を何故続 けよ うとした のか,そ して その理 由

は単 に同性愛のみによ る ものなのか これか ら考えたい。

第三章 人 生の芸術化

``Lifeimitatesartfarmoretha皿Artimitateslife"

O.Wilde,TheDecayofLying

ワイ ル ドの芸術観 はその時代の風潮であ る"LetusreturntoLifeand

Nature"を 極 度に嫌 う。 「芸術 をよ く学べ は,自 然 な ど見 向き もしな くなる。

自然は欠 点だ らけで,不 完全 である。 自然その ものが完全 であれば,何 も我 々

は芸術な ど必要 ない。 「自然の 無限の 多様性」(``theinfinitevarietyof

Nature")と は 自然 を眺 める人 間のイマジネーシ ョンや ファンシーに よ る もの
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だ。」 と彼 は``theDecayofLying"(1889)で 言 ってい る。叉人生 にっいて

も,``Lifeim三tatesart,thatLifeinfactisthemirror,andartthe

reaiity"と 逆 説めいた ことを云 う。 つま り芸術 とはそれ 自身以外の 何 物 を 表

現す る もので もな く,独 立 し た 生 命 を 有 してい る(``Artneverexpresses

anythingbutitself.IthasanindependentIife")の だ。従 って悪い芸術

とはすべ て``Life"と"Nature"に もど り,そ れ らを理想 の状態に まで高揚

す ることか ら生 じる("AllbadartcomesfromreturningtoLifeand

Nature,andelevatingthemilltoideals.")こ とにな る。芸術は人生 と無 関

係で あ り,極 端に言 えば,嘘(不 真実で美 しいこ とを言 うこ と)こ そ まさに芸

術の 目的な のだ("Lying(thetellingofbeautifuluntruethings)isthe

properaiinofart")。 こ うい った思想 は ロマ ン主義の変 形思想 と して生れ て

きたのであ るが,こ こで注 目しなければな らない ことは,以 上 の 「人 生が芸術

を模倣す る」 とい う象徴的な言明は,深 い思想 を宿 してい ると同時に,ワ イル

ドの表面的な行動に も表われてい るのであ る。例えば華美 な服装 を好 み,室 内

装飾に気を配 った り,花 を愛 した りするのは人生 その ものを芸術 化す る外面的

な徴候 なのであ る。この よ うに彼は 自分の芸術的空想 を実現可能 な らば実行に

移 そ うとしていたよ うに思え る。 しか も彼 が芸術 と人生 の両面において本質的

に求 めていた ものは,「 新 しい経験 」 と 「セ ンセ イシ ョン」 だ った。

Imyselfwouldsacrificeeverythingforanewexperience,and

Iknowthereisnosuchthingasanewexperienceatall.

Let.,p.184

iwouldgotothestakeforasensation....Let.,p.275

1t3}
「新 しい経験 」と 「センセイシ ョン」,つ ま り``nOuveaufrisson"を 追 求 し

て こそ,は じめ て芸術 的な生 活をお くれ るのであ り,た とえその結果破滅 する

ことにな って もか まわ ない のである。彼に と っては 「芸 術 生 活 は 長 く美 しい

(1.41

自殺 」な ので あるか ら。 この芸術観 と実生活の境界 無視が,彼 の奇 行の原因 と

考 え ることはで きないであ ろ うか。

彼 が``ThePictureofDorianGray"(1890)を 書 いたのはポ ジー に知 り合
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う以前の ことであ る。従 って この作 品 自体 は彼 の影響を全 く受け てい ない と言

って よい。 しか し,結 果的に 「ドリアン ・グ レイ」にお ける人間関係 と,ワ イ

ル ドとポジーの関係が類 似 しているのは驚 くべ きことなのである。 これ は偶 然

の一致ではな く,芸 術を人生 よ り先行 させた,言 い換 えれば,人 生 を 自分 の芸

術 に模倣させたのであ る。 それでは具体 的に 「ドリアン ・グ レイ」 の人 物関係

を追 って行 きたい。 主人公 ドリアンは貴族 出の青年で,極 度 の美男子 であ る。

バジル ・ホール ワー ドは真面 目な画家であ るが ,彼 が ドリアンに出会 った 瞬間

か ら,そ の美 しさに魅惑 され,性 質 も,魂 も,芸 術 ま で も吸収 されて しま う

(`itwouldabsorbmywholenature,mywholesoul,myveryart

㈲
itself.")そ して彼 に とって,ド リアン は 必 要 不 可 欠(``Heisabsolutely

(]G)
necessarytome.")で あ り,彼 の芸術のすべて と もな り(Heisallmyart

血の
tomenow."),ド リアンの独 占を願 うのであ る。彼 を他人に と られる ことは 自

分 の芸術 が盗 られ るこ とを意 味するか らだC`Don'ttakeawayfrommethe

onepersonwhogivestomyartwhatevercharmitpossesses:mylife

fl81
asanartistdependsonhim")。 こ うして ドリアンに とりGか れたバ ジルは

結局 ドリアン自身の手で殺害 され ることにな る。いわば 自己 の芸術 で身を滅 し

たわけだ。 ヘ ン リーは インテ リ貴族 であるが,常 に逆説 的格言によ ってあ る時

は人を魅惑 し,あ る時は悪影響 を与 える。彼 は一般 に ワイル ドの変身 であ ると

云われてい る。彼 が友人バ ジル の紹介に よ って ドリア ンを知るが,そ の瞬 間か

ら純真な青年 ドリアンに新 しい影響 を次 か ら次 へ と与 え,人 生 の神秘 を悟 らせ

る。 これまで何 も知 らなか った ドリアンにと って,ヘ ンリーの言葉や思想は ま

さに驚異であ った。彼 の体 内の これ まで触 れ られたこ とのない秘 密の弦に触れ

("Thefewwords...hadtouchedsomesecretchardthathadneverbeen

U91
touchedbefore,_"),神 秘 な鼓 動を 呼びお こしてい く。 ヘン リー一の言葉 は ド

リアンに とって一種 の魔法 であ り,そ れか らは逃れ られない。 ただの言葉が な

ん と恐 しい ものなん だろ う("MereWords!Howterribletheywere!How

clear,andvivid,andcruel!Onecouldnotescapefromthem,andyet

pO)
whatasubtlemagictherewasinthem!")と も感 じられ る。 ドリア ンが
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画家 と交際 している間は本 当に純朴な若者で あった。 しか しヘ ン リー を知 るよ

うにな ってか ら,己 れの美 しさを認識 し,そ してその美が年 と共に滅 び ること →

の恐 しさを悟 るよ うにな る。青春 と美 こそ最高 の もの と考 えるよ うにな った ド

リアンは死 と老 と醜 の恐怖 か ら逃れ る為,現 実享楽 と頽甕(decadance)の 生 活

に入 り,悪 の限 りを尽 し,っ いに破滅 の道 をた どるのであ る。以上 が 「ドリア

ン ・グ レイの肖像画 」の大まかな人 間関係 で もあ るが,こ れが ワイル ドとポジ

ーに どれだけのっなが りが あるか考 えてみたい
。 ところで先に ヘ ン リーが ワイ

ル ドの分身 であると言 った。確かに それは彼 の友人 の間 で も,学 者 の問で も一一

応定説 にな ってい る。 ところが,ワ イル ドがRalphPayneと い う人 物に宛て

た手紙 に次 のよ うな文旬がみ られ るのは注 目に値 す る。

(21)I
amsogladyoulikethatstrangecolouredbookofmine:it

containsmuchofmeinit.BasilHallwardiswhatIthi皿kIam:

LordHenrywhattheworldthinksme:DorianwhatIwouldlike

tobe--inotherages,perhaps.

Let,p.352(2/12?/'94)

「私 は 自分ではバ ジル ・ホール ワー ドと思 ってい る。 ところが世 間では ヘン リ

ーを私だ と考えてい る
。 ドリア ンは私が な りたい と思 ってい る人物だ」 とい う

のが この手紙の主 旨であ る。 ワイル ドが ドリアンの よ うに な りたい と思 うのは

別に問題はない。 ところが,「 ヘ ン リー」≒「ワイル ド」 と解 釈 して しま っては

いけないのであ る。 つま り,世 間ではあま りに も 「ヘ ン リー」=「 ワイル ド」

と云 う ものだか ら,そ れ に 反 発 して 「バジル」=・ 「自分 」 と云 っただけであ

る。要 するに芸術 家 としての ワイル ドはバジルであ るし,話 術 の天 才 としての

彼 はヘ ンリーなのだ。

さて今 一度 ワイル ドとポジーの出会い を想い出 したい。 ポジーの年 令 も美貌

も自分が創造 した人物 ドリアンに類似す る。 しか も同様に貴族の出 だ。彼 と交

際 を続 けることは 自分 の芸術 上の理想を実現す ることにな る。 自分は ヘ ン リー

で もあ り,バ ジルで もある。 ある時は彼 をイ ンフルエ ンスし,あ る時は審美主

義者 と しての彼 の美貌 か ら刺激を受 けよ うとしたに違いない。 それにポ ジーは
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文 学 愛 好 者 で あ っ た か ら,文 学 的 に 彼 を イ ン フ ル エ ン ス し よ う と し た こ と は 十

分 考 え ら れ る 。 そ の 証 拠 と し て"DeProfundis"の 引 用 を 挙 げ て み た い 。

Whatwasthere,asmerematteroffact,inyouthatIcould

influence?Yourbrain?Itwasundeveloped.Yourimagination?

Itwasdead.Yourheart?Ttwasnotyetboyn....

Let.,p.500

ヘ ン リ ー が ド リ ア ンに 与 え た よ う な 危 険 な 影 響 で は な く,ワ イ ル ドの 意 図 し た

の は 主 と し て 先 輩 文 学 者 と し て 後 輩 を 指 導 す る と い う立 場 で あ っ た が,い ず れ

に し て もそ れ は 失 敗 に 終 っ た よ う で あ る。

こ う し た 自分 の 作 品 の 現 実 化 が も っ と 表 面 的 に 現 わ れ て い る も の が あ る 。 す

な わ ち,画 家 バ ジ ル が ド リ ア ン の 肖 像 画 を 描 き,額 縁 に 入 れ た よ う に,ワ イ ル

ド もそ れ を 具 体 化 し た の で あ る。 こ の 事 実 は1893年5月,友 人 の 画William

Rothensteinに 宛 て た 手 紙 に よ る もの で あ る 。

DearWill,IshouldlikeBosietobeframed.Ithinkablackand

whiteframewithnomarginormountaining.

Thelovelydrawingiscompleteinitself.Itisagreatdelightto

metohavesoexquisiteaportraitofafrienddonebyafriend

also,andIthankyouverymuchforlettingmehaveit.

Let.,p.340

以 上 の 事 実 か ら判 断 し て,内 面 的 に も,表 面 的 に も,自 己 の 芸 術 の 人 生 化 を 意

図 し た ワ イ ル ドが,ポ ジ ー と の 交 際 に お い て も例 外 で は な か っ た と 考 え られ な

い で あ ろ う か 。

第 四 章 罪 の 美 化

「罪 人 の 見 る 世 界 は 善 人 の 見 る 世 界 よ り も,遥 か に 刺 激 に 富 み,誘 惑

に 富 ん だ,美 し い 幻 影 の 世 界 で あ ろ 。」

谷 崎 潤 一 郎 「前 科 者 」

前 章 に お い て ワ イ ル ドの 同 性 愛 問 題 を 「人 生 が 芸 術 を 模 倣 す る 」 立 場 か ら 考
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えたので あるが,こ の章では彼 の 「反逆性」 「罪 への憧れ 」の面か ら考察 した

い。

HeskethPearsonは その著"TheLifeofOscarWilde"(1954)に お い

て次 のよ うに彼 の同性愛問題 を論 じてい る。

Onefeelsthathewasfarmoreattractedtotheideaofdoing

somethingoutrageousthandesirousoffulfillinghisnature:and

onewonderswhetherthehomosexualstraininhimwonldever

haveshownitselfifhehadnotbeenalluredbytheconceptof

`sin
,'iftherehadbeennodangerattachedtoit,ifithadnot

seemedtohimdaring,peculiar,decadant,perverse,rebellious,and

evenaristscratic.

p.264

ペ ア ソンの言 うのは要す るに こ うである。 「ワイル ドが 同性愛的行為 を行 った

のは,本 質 の欲望(男 色)を 充足 させよ うと したのではな く,何 か無法な もの

にあ こがれたか らであ ろ。っ ま り同性愛が 「罪 」でないな らば,そ して,そ の

「罪」に まっわ る危険性,頽 廃性,反 逆性 などが なければ,果 して彼に そ うい

う気持が起 っていたか ど うか疑 問だ」 とい うことにな る。 私 もこのH.ペ ア ソ

ンの意見に全 く賛成 したい。 もち ろん 同性愛行為に追 いや った環境な り性質は

ない ことは ないが,彼 の 「罪 への憧景」 とい うバ ック ・ア ップが なけれ ば恐 ら

く実現 しなか った ろ う。つ ま り罪 よ り生 じる 「美 的感情 が逆に」彼 一流 の(逆

説 的な)「 道徳的感情 を湧起 した」のである。彼独特 の 「道徳的感情」 とは言

うまで もな く美 を基盤 として生 じた ものだ。従 って人 間は善人や悪人に分類 さ
(23)

れ るのではな く,魅 力あ るか退屈 かに分 け られるべ きだ とい う。 そして善人 と

は通常,正 常で平凡な人間に属す るのであ って,芸 術 上 興 味 のない ものであ

る。 逆に,悪 人 とは芸術的見地 か らす れば魅惑 的で,色 彩 と変 化 と新奇性に富

(24)

み,人 の イマ ジネー シ ョンを勧起す る。又,悪 や罪 が この よ うに芸術的,美 的

見 地か らす ぐれてい るばか りで な く,社 会 の進歩に も必要 だ とい う。

WhatistermedSinisanessentialelementofprogress.Without
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ittheworldwouldstagnate,orgrowold,orbecomecolourless.

ByitscurioritySinincreasestheexperienceoftherace.Th,ough

itsintensifiedassertionofindividualism,itsavesusfrommonotony

oftype.InitsrejectionofthecurrentnotionsaboutMorality,it

isonewiththehigherethics.

'rheCriticasArtist
,(Eve.Lib.)p.21

こ こ ま で 来 る と ワ イ ル ドの 罪 の 美 化 は,根 強 い 英 国 の 倫 理 観 に 対 す る 反 挑 と 言

っ て よ い 。 元 来 英 国 を 余 り好 き で な か っ た 彼 は 至 る と こ ろ で 英 国 の 悪 口 を 言 っ

て い る 。 伝 統 に 基 く単 調 さ か ら 解 放 し,よ り高 い 倫 理 を き つ くた め に は,個 人

主 義 の 強 烈 な 主 張 で あ る 「罪 」 が 必 要 な の だ 。 従 っ て ワ イ ル ドの 言 う 「罪 」 と

は 既 成 の 社 会 通 念 か ら で は な く,広 い 視 野 か ら す れ ば,重 要 な 社 会 性 を も っ て

い る こ と に な る 。 だ か ら,「 罪 」(Sin)と は 決 っ し て 「犯 罪 」(Crime)と

は 同 一 物 で は な い 。 ℃rime'は`Sin'と は ち が っ て 卑 俗 な も の を さ す か ら だ 。

Allcrimeisvulgar,justasallvulgarityiscrime.Itisnotinyou,

Dorian,tocommitamurder.

ThePictureofDorianGray(Evr.Lib.)p.245

ワ イ ル ドに と っ て は,殺 人 や 強 盗 な ど はCrimeで あ る が,同 性 愛 は そ う で は

な い 。 そ れ を 非 とす る 英 国 法 な ら び 社 会 通 念 が お か しい の で あ る 。 彼 の 同 性 愛

的 行 動 は そ れ を 禁 じ る 英 国 法,国 民 の 慣 習,既 成 概 念 へ の レジ ス タ ン ス の あ ら

わ れ と言 っ て よ い 。

「罪 の 美 化 」 と い う 己 れ の 芸 術 信 条 と時 代 へ の 反 挑 が 同 性 愛 と い う,い わ ゆ

る 「罪 」 を 犯 す こ と に よ っ て そ の は け 口 を 見 出 し た の で あ る。 い ず れ に せ よ,

こ の 章 も終 局 的 に は 前 章 の 「芸 術 信 条 の 実 生 活 化 」 と 関 係 を 持 っ て い る こ と を

認 め ざ る を 得 な い 。

第 五 章 同 性 愛 患 者 と し　rの ワ イ ル ド

"Awoman'sfacewithNature'sownhandpainted
,Hastthouthe
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MasterMistressofmypassion,"

Shakespear,Sonnets20

これ までは ワイル ドの行為 を芸術理論 と社会性 とい う問題に原因 を求 めたた

め,あ たか も彼 の本性 には通常 の同性愛患者 のよ うな要素が ないかのよ うに解

釈 され る恐 れがない とも限 らない。 それ で,こ の章では,こ れ までの内容 とは

別 個に,つ ま り,彼 の芸術 観や社会観 を一応 除外 して,心 理的 立場 か ら考えて

みたいのである。 それ には,彼 の幼年時代か ら少年時代を振 りか え ってみ る必

要があ る。

ワイル ドがまだDublinTinityCollegeの に通 っている時(1871--74)の

こ とだが,あ る朝父が兄 のWillieに 一 通の手紙 を手渡 した。 そ れ は 一 人 の

女性か らであ り,内 容は 自分は妊娠 したが,そ れは貴殿(Willie)の 責 任であ

る,と い う ものだ。 それでは彼 は重 々 しく次の ように父に尋ねた。「あ の,お 父
(25)

さん。 あなたは どう処 置す るつ もりで しょうか」実に変 な会話 だが,ワ イル ド

の兄Willieと い うのは子供時代か ら弟 と性格が全 く異 っていた。弟(Wilde)

は 運動 は全 然嫌い で,友 達 も少 く,読 書 に耽 け るとい う風な性格 であ った のに

対 し,兄(Willie)は 友 達間で も人気があ り,ゲ ー ム もや り,話 しもうま く,
砲6),

先 生 に も弟 より出来 が よい と思われてい た。 こ うい うわ けで,兄 の方は必 然的

に女性に も好かれ,関 係 も多か ったのであろ う。 ところで,こ のWillieが 女

性問題で父に妙な質問 を したのは,父 もその道 では相 当な人物 であ ったか ら,

先 輩 と しての意見 を尋ねた ので ある と思 う。父 はダ ブ リンでは有 名な 医師で,

ナ イ トの称号 を持つ名士で あった。 この父 が患者 である若い女性 と関係 し,裁
27}

判 沙 汰に なった話 も有名で ある。 このよ うに ワイル ドの近親者たちは女性 関係

に関 してかな りや り手 であった と考 え られる。 さて,こ うした身内 の性癖 とワ

イル ドの 同性愛 とど うい う関係 があ るのだろ うか。 そのためには心理学者 フロ

イ ドが診断 した例 をここに引用 しなければな らない。 「私 はか って,と もに強

い性愛的衝動 を持 った双生児 の兄弟 と知 り合 った。 その 一 人 は 女 運にめ ぐま

れ,夫 人 や少女 たち と無 数の関係を もった。 もう一人 も初 めは 同じ道 を歩い て

い たが,の ち次第 に兄 の領分 を侵 し,似 てい るために人 目を揮 る折 々に兄 と間
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尋

違えられることを不快に思 うようになった。そこで彼は同性愛者になることに

よって 自分のピンチを脱 した。彼は女を一切兄に任せてしまって,そ んな形で

兄を避けたのである。別の時,私 はある若い男の治療に当ったことがある。こ

の男ば美術家で,明 かに両性的素質を持っていた。 この男の場合,同 性愛は仕

事の停頓と時を同じうして始まった。彼は婦人 と仕事とを同時に棄 てた。分析

治療の結果,彼 は仕事 と女性への愛情をふたつながら取戻 したが,女 性関係 と

仕事の二つの面における障碍(と い うより諦め)の 心的原因は,父 親に対する

櫻れにあることが判明した。彼は頭の中ですべての婦人たちは父親のものと考

え,父 親とのいさかいを避けるために,お となしく男たちの もとへ走ったので
圏

あった。」これら二つの症例と ワイル ドの場合と一致するとい うつもりはない

が,か なりよく似た印象を受けざるを得ない。性格の異なる兄の行動,父 の大規

模なスキャンダルが子供時代と思春期のワイル ドの性的本能(sexualnature)

にかなり大きな影響を与えたことは十分考えられるのである。それに加えて,

次の事実 も忘れてはならない。 ワイル ドは次男であるが,彼 が生れる前,母 親

は大そう女の子を欲しいと思っていた。ところが,期 待に反 して彼が生れたの

である。母親の失望は大きかったが,そ のシ ョックを軽減するため,ワ イル ド

に女の子の服装をかな り大きくなるまで普せたとい う話 しがある。このことも
⑳

それ以後の彼の性的本性に少なからず影響を与えたと考えてよい。少 くとも女

性観に支障をきた している。 もちろん彼は女性とはよ く交際 した。 しかしそれ

は性愛的な ものではなく,上 流社会の婦人を通 して,社 交界に出入 りしたかっ

た為である。900頁 からなる彼の書簡集を調べても女性へのラブ レターらしい

ものは見つからない。 もちろん結婚以前に も他の女性にプロポーズ した事実は
(341

あるが,ど うも女の財産 目当であったように察せ られるし,30才 で 結 婚 した

が,そ の直前は経済的に困っていたと一般に言われている。 コンスタンスと婚
(31}

約 した当初の彼の手紙はなるほど彼女を愛 している旨をよ く表わしていろが,

その内容は半分は真実で半分は儀礼的と解せられる。又結婚 してか らも外泊な

どがかなり多かったことか ら判断 しても,女 性に対する気持は普通の男と大分

違 っていたよ うに思える。
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以上の諸点か ら判断すれば,理 由は普通の同性愛者 とは 異 るに して も,や は

"り
,彼 の本性は その傾向が秘んでいた ことは否定で きない よ うで ある。

第六章 ワイル ド自身 の弁 明

"HowIikeEve'sappleloththybeautygrows
,Ifthysweetvirtue

answernotthyshow."

Shakespear,Sonnets93

栄 光 の座 か ら破滅 に導い たポジー との関係 を ワイル ド自身 ど う思 ってい たの

か,自 分 で も同性愛 と認 めていたのか どうか考 えてみたい。ポ ジー との関係に

つい ての ワイル ドの考 えを最 もよ く表 明 してい るのは何 と云 って もやは りDe

Profundisで あ ろ う。 しか し全盛時代 の ワイル ドの心情 とReadi皿gGao1に

入 って この作品を書い た時 のそれ とは大 きな開 きが ある。つ ま り前 者において

は余 りに も得意 にな りす ぎ,自 分 のや ってい ることを冷静に考 え る余裕が なか

ったよ づに思 え る一方,後 者 では環境の性ではあ ろ うが,反 省 と自己弁護に満

ちす ぎてい る。云 い換えれば,ワ イル ドの真の意見が どち らに よ りよ く表 われ

てい るか決 定す るのは難 しいので ある。彼 が二年 間の刑 期を終 えて世 に出てか

ら も,牢 獄に居 る時の如 く,反 省に満ち た生活 をお くっていたな らば,反 省の

強 さを物語 ることに もな ろ う。 しか し,再 びポt/と の交 際を続 け た の であ

る。 この事実は彼 の心理 を理解す るの を一層困難に してい るよ うに思 え る。確

かに普通の人間な らば 自分 をあれほ どの栄光の座か ら無 と恥 辱に追い や った男

な どとは二度 と交際は しないであろ う。 ところが,彼 はそれ を復 活 した。 その

理 由は一見複雑 の様相 を呈 してい る。 しか し結局の ところ,彼 は誘 惑に弱 かっ

{321

た だ けなのだ。`Icanresisteverythingexcepttemptation.が す べ てを語

ってい るのではない だろ うか。 彼は弱い人間 だった。有罪 を宣告 され る以前,

つ ま りワイル ドとポジーが交際を続けてい る時,彼 は この若者の余 りに も勝手

な言動に腹 を立て,幾 度 とな く彼 を遮 断 しようとした。 しか し出来 なか った。

ポ ジーが インフルエ ンザで寝 こん だ時,ワ イル ドは献身的に看護 した。彼 の無

理 な注文物 を手 に入れる為に外出す る 以 外 は ず っとベ ッ ドにつ きき りであっ
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た。 こ うして彼 の病気は治 ったが,今 度は ワイル ドが彼の風邪 を うつ され,寝

る羽 目にな ったが,彼 は一度 も看護す るこ とな く"Whenyouarenoton

〔3鋤
yourpedestalyouarenotinteresting."な ど と云 って出歩いてばか りい た。

こ うい う態度 に落胆 した ワイル ドは彼 を再び 自分 の家に入れない し,会 い もし

ない と誓 ったのであるが,彼 の兄LordQueensberryが 銃 の暴発に よ って不

慮 の死 を遂 げるとい う事件 が起 きた(1894年10月18日 一一 既出)。 ポ ジー

の消沈ぷ りに 同情 したワイル ドは彼 を慰め る うちに又 もとの交際をつづ けてい

た ので ある。又,こ うい う事実 もあ る。ポ ジーの母が ワイル ドに 手 紙 を 出 し

た。 その内容は,ポ ジーが親兄弟 を侮辱 した り,虚 栄をは った り,金 銭 問題 に

(34}
ル ー ズ なのは ワイル ドの責任 だとい うもので ある。 ワイル ドは 自分の釈 明を し

つつ,こ れ以上彼 とつ きあ うことは創作面 その他で支障 をきたす ことがは なは

だ しいか ら,一 際絶交 しよ うと誓 った。一方 その時外 国にいるポ ジーは頻繁に

手紙を よこ して きたが,ワ イル ドは相手に しなか った。 ところが,お か しなこ

とに母 親が再び息子 との交際を続けてや って くれ と頼 んで きたのであ る。ポ ジ

ーの方 もワイル ドの 妻 に 口 を きいて くれ るよ うた のん だ りしていた
。 こ うし

(3:i)

て,あ いまいな うちに再度関係 を続けたのであ る。今一 つ見落 してはな らない

こ とは,ワ イル ドの文学 者 としての責任感であ る。前に も述べ たとお り,大 学

にお いて も,芸 術 面において も大先輩であ る彼は,や は り,芒 い文学 青年を適

切に 指導 するとい う責任 を感 じていた。従 って,ポ ジー とい う人 間の欠点 を強

く感 じ,彼 とつ き合 い続 ける場合の創作上の不利 を十分 知 りつつ,彼 を捨て る

ことが できなかったのである。 いわば若い芸術家の芽 をつみ取 りた くはなか っ

たの だ。 それ を示す ものと してDeProfundisを 引 用 したい。

...nomatterwhatyouwroteordid,youwereabsolutelyand

entirelydevotedtome.Ididnotwanttobethefirsttocheck

岡
ordiscourageyouinyourbeginningsinliterature.

G371
こ れ は 「サ ロメ」 の翻訳に ついての言及 であ るが,文 学者 として の ワイル ドの

思 いや りを伺 うことがで きる。

このよ うに彼等二人が交際 を続 けた理由は色々 とあろ う。 しか し,そ れは終
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局 的 に は ワ イ ル ド自 身 の 弱 さ に 帰 着 す る と言 っ て さ しつ か え な い 。

Iblamemyselfwithoutreserveformyweakness.Itwasmerely

weakness.Butinthecaseofanartist,weaknessisnothingless

thanacrime:whenitisaweaknessthatparalysestheimagination.

Let.,p.427一

確 か に ワ イ ル ドは 誘 惑 に 弱 い 人 間 で あ っ た の だ ろ う。 し か し 弱 か っ た と い うの

は い わ ば 結 果 論 で あ っ て,そ の 時 の 理 由 は と も あ れ,ワ イ ル ドを ひ き つ け る 力

が ポ ジ ー に あ っ た こ と は 認 め ざ る を 得 な い 。 簡 単 に 云 え ば 娼 婦 的 魅 力 が ボi%一

に あ っ た と 云 え る 。

「獄 中 記 」 に お い て,ワ イ ル ドは ボi%の 自 分 に 対 す る 狂 気 じ み た 愛 情 に っ

い て 幾 度 と な く述 べ て い る 。 彼 は ワ イ ル ドに 「捨 て られ な い 」 た め に は 必 死 を

尽 し て い た よ う だ 。 と こ ろ が,こ の 作 品 で は,ワ イ ル ドは 自 分 も 同 様 に 彼 を

「愛 し て 」 い た とは 決 っ し て 書 い て い な い の で あ る 。(ひ と た び 有 罪 と 決 っ た

か ら に は,た と え 何 と 云 わ れ て も よ い わ け だ か ら,本 当 に 「愛 し て 」 い た の な

ら,そ う書 い て も よ さ そ う な も の で あ る)そ う す る と,疑 問 と な っ て く る の は,

ワ イ ル ドが ボz%に 与 え た,い わ ゆ る 「ラ ブ ・ レタ ー 」 だ 。 た と え ば こ の 小 論

の 第 二 章 で 引 用 し た よ う な も の を 彼 は ど う 釈 明 す る の か 。 特 に``Myown

Boy._"で 始 る あ の 手 紙 は 裁 判 の 時 に 証 拠 物 件 と し て 持 ち 出 さ れ た ほ ど の も の

だ か ら,彼 自 身 言 及 し な い わ け に は い か な い 。 裁 判 の 時 に も問 題 に さ れ,我 々

も気 に な る 言 葉``thoseredrose-leaflipsofyours_formadnessof

kisses"(「 君 の あ の 紅 い バ ラ の 花 び ら の よ うな 唇 ば 私 に 気 狂 い み た い に 口 づ

け を し た く思 わ せ る ば か り で な く.,..」)に つ い て 彼 は 次 の よ うに 弁 明 し て い

る 。

Yousendmeaverynicepoem,oftheundergraduateschoolof

verse,formyapproval:Ireplybyaletteroffantasticliterary

conceits:IcompareyoutoHylas,orHyacinth,JonquilorNarcisse,

orsomeonewhomthegreatgodofPoetryfavoured,andhonoured

withhislove.TheletterislikeapassagefromoneofShakespe-
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are'ssonnets,transposedtoaminorkey.Itcanonlybeunderstood

bythosewhohavereadtheSymposiumofPlato,orcaughtthe

spiritofacertaingravemoodmadebeautifulforusinGreek

marbles.

Let.,p.440

先 の手紙(``MyOwnBoy_")は ポ ジーが 大学 生の 時 に ワイル ドにお くって

来 た詩につい ての返事 なのだか ら 「文学的気 どり」(`1iteraryconceits')カ{文

体 に見 られ るのは当然だ。 しか も,こ の手 紙 は あ る程度 シェイク スピアの ソ

ネ ッ ト風に してい る。 つま り,こ の手 紙 に 見 られ る`sensual'な 表 現は男色

とは関係な く,文 学 的,詩 的比喩だ とい うのが ワイル ドの釈 明であ る。な るほ

(謝

ど,ワ イル ドの手紙 にはポ ジー以外 の人に宛 てた もので も韻 を踏 ん だ もの,詩

191{4①

的 表現 を使 った もの,ソ ネ ッ ト形式 を推せ んす る ものな どが時 々み られ る。従

って文学 を愛好す る若い美男子に書い た手紙 としては,ワ イル ドの性質上決 っ

して不 自然では ないわ けである。 フランク ・ハ リスは この手紙 も結 局は 「芸術

{41)

家 の手紙」(``anartist'sletter")な ので あ って,「 散 文の ソネ ッ ト」 として

書い た もの だ("Mr.WildehaddescribcdhislettertoLordAlfred

ゆ
Donglasasaprosesonnet.")と 言 ってい るが,誠 に 当を得 た意見 であ り,ワ

イル ド自身 の釈明に一致 してい ると言 える。

XXXXX

以上のように芸術家の同性愛問題を考える時,色 々な困難に遭遇するため,

簡単な結論を出すことは出来ない。彼等の行動は普通の同性愛者のそれとは違

って,色 々な条件,た とえば,芸 術観,歴 史観,倫 理観などによって影響を受

けつつ複雑化 してい くのであるから,簡 単に割りきれないのである。逆に,彼

等のこのような問題は彼等の芸術や思想を解釈する上に重要な働 きをなしてい

るとも云えるであろう。
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Notes

ω 日付 は 明確 には わ か らない が そ の年 の 一 月 中 の こ とで あ る と推 定 で き る。

{2)LionelJohnson,詩 人で あ る。

(3)HeskethPearson,TheLifeofOscarWilde(1954)p.267

(4」 この ユー ゴー の 言 葉 はWalterPaterの`TiaeRenaissance"の 「結 語 」 に 引 用 され

てい る もの で,彼 は"Weareallundersentenceofdeathbutwithasortof

indefinitereprieve"と 訳 して い る。

㈲22才

(6)Let.,pp.30-31,ToWilliamWard(3/31/77)

{7)`blueblood'"?'heCartervilleGhost"(1887),Chap.V

l8}「 若 さ」 とい うこ と も ワイ ル ドを惹 き つ け る 条 件 の 一 つ で あ つ た。 彼 の言 に従 え

ば,「 若 い人 か ら しか 物 は 学べ ない 」 のだ そ うだ 。(cf.Let,,p.181)

又 　AnIdealHusband"に 次 の よ うな セ リフ もあ る 。

LordGoring.Iamfartooyoung.

LordCaversham.[TestilyIhatethisaffectationofyoath,sir .Itisa

greatdealtooprevalentnowadays.

LordGoring.Youthisn'tanaffectation.Youthisanart .[ActIVY

倒 この手 紙 は裁 判 の 時 に 証 拠 物件 と し て提 出 され た 。

(10)日 本 教 文 社 版,ブ ロイ ド選 集 第14巻 「愛 情 の 心理 学」P.180

m)Oueensberry第 七 候 爵(1818-58)は 射 撃 事 故(原 因不 明)で 死 亡 し,そ の 未 子

LordJamesEdwardSholtoDouglas(1855-91)も ホ テ ル(EustonHote1)の

ど を切 つ て 自殺 し てい る。 又 ポ ジー の 父 も狂 犬 の よ うな立 振 舞 を す る 。 こ うい う異

常 な家 系 と・ 両 親 の 離婚 問題 を分 析 す れ ば,ポ ジ ー の心 理 状 態 の い く らか は判 明す

る だろ う。

働 心 理 学 者 フ ロイ ドは 「ドス トエ フ スキ ー と父 親殺 し」 とい う論 文 の 中で 次 の よ うに

迷 ぺ て い る。 「父親 が冷 酷 で 乱 暴 で 残 忍 で あ つ た とす る と,超 自我 は これ ら の諸 性

質 を この 父 親 か ら受 け継 ぐ。 そ して この超 自我 と 自我 との 関係 の 中 に,受 動 性

これ こそ ま さ に抑 圧 され るべ き もの で あ る が 再 び 顔 を覗 け る。 す なわ ち ,超 自

我 は サ デ イ テ イ ツ シ ユ な もの とな つ た ので あ り,こ れ に反 して,自 我 は マ ゾ ヒステ

ィ ツ シユ な もの,そ の根 本 にお い て は 女性 的.受 動 的 な もの と な る。)(日 本 教 文

社 版,フ ロイ ド選 集 第 七 巻 「芸 術 論 」P.340-1)ポ ジー が ワ イル ドとの 関係 に お い

て,完 全 に女 性 的 立 場 に あ つ た こ とや,ワ イ ル ドが 病 気 に なつ た時 、 急 に彼 を虐待

した い わ ゆ る,サ デ ィ ステ ィ シユ な 行 動 を こ の フ ロイ ドの理 論 が よ く説 明 して くれ

る と.L`'、う。

113)Let.,p.275

(1翁Ibid・ ・P・185``SometimesIthinkthattheartisticlifeISalongandlovely

suicide,andamnotsorrythatitisso ."
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㈲ThePictureofDorianGray(Everyman'sLib,)p.75

(16}Ibid.,p.78

但ηIbid.,p.78

(18)Ibid.,p.82

0窃Ibid.,p.85

×011bid.,p.86

⑳ThePictureofDoianGrayを 指 す 。

⑳ 谷 崎 潤 一 郎 「少 年 の 脅 迫 」 中 央 公 論 社 刊 「谷 崎 潤 一 郎 全 集 第 五 巻 」A.225-6

f23)LadyWirdermere'sFan,ActI."ltisabsurdtodividepeopleintogood

andbad.Peopleareeithercharmingortedious ."

X24}Let.,p.259"GoodPeople,belongingastheydotothenormal,andso,

commonplace,type,areartisticallyuninteresting .Badpeopleare,fromthe　
pointofviewofart,fascinatingstudies.Theyrepresentcolour,varietyand

strangeness.Goodpeopleexasperateone'sreason;badpeoplestirone's

コ の ら

imagination.

圃H.Pearson,TheLifeofOscarWildep.23

(2slIbid.,P.18

⑳FrankHarris,OscarWildeのChapterIは こ の 問 題 に つ い 一て述 べ て い る 。

㈱ フ ロ イ ド選 集 第14巻 「愛 情 の 心 理 学 」P.165

(29)H.Pearsonも そ の 意 見 で あ る 。TheLifeofOscarWildep,17参 照

0① 彼 が 結 婚 す る 以 前 にCharlotteMantefiore(1855・1933)と い う女 性 に 求 婚 し,こ

と わ ら れ た 事 実 が あ る 。 拒 絶 さ れ た 夜,彼 は 彼 女 に 一 片 のnoteを 手 渡 し た 。 そ れ

に は"Charlotte,Iamsosorryaboutyourdecision.Withyourmoneyand

mybrainweshouldhavegonesofar."(Cet,,p.60)と あ る か ら,や は り財

産 を あ て に し て い た こ と が わ か る 。

(31}Let.,P.153,154,155参 照

舩LadyWindermere'sFan,actI

(33)DeProfundisよ り,Let.,P.439

㊤4)Let.,p.433

駒Ibid.,p.434

⑬⑤Ibid.,pp.432-3

断 ワイ ル ドが フ ラ ン ス 語 で 書 い た 「サ ロ メ 」 を 英 訳 し た の は ポ ジ ー な の で あ る 。

⑬81Let.,p.176な ど

剛Ibid.,P.184な ど

包⑦Ibid.,p.238

(41}F.Harris,OscarWilde,p.108

〔42}Ibid.,p.143
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